
下
関
市
表
彰 

功
労
者
を
表
彰
し
ま
す

　
下
関
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
が
、

11
月
22
日（
水
）に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
・
功
労
別
五
十
音
順
）

●
教
育
文
化
功
労　
花
柳
佳
寿
広（
貴
船

町
四
丁
目
）

●
厚
生
功
労　
小
田
正
隆（
豊
田
町
大
字

殿
敷
）、
川
本
健
二（
大
字
田
倉
）、
瀬
木

謙
二（
生
野
町
二
丁
目
）、松
浦
咲
子（
椋

野
上
町
）、
百
合
野
信
雄（
彦
島
塩
浜
町

一
丁
目
） 

●
社
会
事
業
功
労　
生
田
照
代（
長
崎
町

一
丁
目
）、石
川
好
子（
向
洋
町
二
丁
目
）、

岩
根
吉
夫（
大
学
町
三
丁
目
）、
植
田
実

知
子（
彦
島
緑
町
）、
浦
野
洋
子（
新
垢
田

北
町
）、
太
田
英
弘（
大
字
阿
内
）、
金
本

愼
太
郎（
春
日
町
）、
神
田
珠
惠（
彦
島
江

の
浦
町
一
丁
目
）、
坂
井
和
子（
清
末
西

町
三
丁
目
）、
榊 

梢（
彦
島
福
浦
町
一
丁

目
）、
篠
田
好
人（
小
月
宮
の
町
）、
髙
橋 

勉（
彦
島
塩
浜
町
三
丁
目
）、
俵 

具
子

（
長
崎
新
町
）、
堤 

康
彦（
長
府
松
小
田

西
町
）、
長
田
千
惠
子（
山
の
田
本
町
）、

中
村
幸
江（
田
倉
御
殿
町
一
丁
目
）、
林 

眞
一
郎（
観
音
崎
町
）、
原
田
裕
子（
大
字

有
冨
）、
原
田
正
昭（
新
垢
田
南
町
三
丁

目
）、
平
井
尚
美（
武
久
西
原
台
）、
前
原

典
子（
羽
山
町
）、
三
島
愛
子（
丸
山
町
五

丁
目
）、
水
野
龍
夫（
長
府
中
六
波
町
）、

宮
川
牧
子（
大
学
町
一
丁
目
）、
山
中
由

美
子（
彦
島
迫
町
四
丁
目
）、
吉
岡
一
代

（
後
田
町
三
丁
目
）、
和
田 

明（
上
新
地

町
四
丁
目
）、綿
野
道
子（
大
学
町
四
丁
目
）

問
総
務
部
総
務
課（
☎
234−

２
６
７
２
）

住
宅
の
耐
震
診
断
事
業

●
耐
震
診
断
＝
８
件（
先
着

順
）　
対
市
内
に
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
在
来
軸

組
工
法
、
枠
組
壁
工
法
、

伝
統
工
法
に
よ
り
着
工
さ
れ
た
階
数
が

３
以
下
の
木
造
一
戸
建
て
住
宅（
昭
和
56

年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
か
耐
震
改
修

を
行
っ
て
い
な
い
も
の
）＝
無
料
で
診
断

申
12
月
26
日（
火
）ま
で
に
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
を
。
※
申
請
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
住
宅
政
策
課
ま
で　
※
そ

の
他
条
件
あ
り

問
住
宅
政
策
課（
☎
231−

１
９
４
１
）

や
ま
ぐ
ち
地
域
就
職
説
明
会

対
求
職
中
の
方
、
平
成
30
年
３
月
卒
業

予
定
の
学
生（
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専

修
学
校
な
ど
）　
日
12
月
７
日（
木
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時
　
所
海
峡
メ
ッ
セ
下

関（
豊
前
田
町
三
丁
目
）
　
内
開
催
地
域

に
就
業
場
所
が
あ
り
、
正
社
員
か
常
用

雇
用
者
を
採
用
予
定
の
企
業
15
社
〜
30

社
程
度
参
加
予
定　
※
下
関
会
場
以
外

に
も
開
催
会
場
あ
り　

問
山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
083−

976−

１
１
４
５
）

平
成
30
年
度
償
却
資
産
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

　
工
場
や
商
店
、
農
業
、
漁
業
な
ど
の

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
で
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
、
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
市
へ
の
申

告
義
務
が
あ
り
ま
す
。
償
却
資
産
申
告

書
の
様
式
一
式
を
12
月
中
旬
ご
ろ
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
方

は
あ
ら
か
じ
め
コ
ピ
ー
を
し
て
く
だ
さ

い
。
個
人
事
業
主
の
方
の
申
告
書
様
式

お
よ
び
納
税
通
知
書
は
、
原
則
自
宅
住

所
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
電
子
申
告
シ

ス
テ
ム（e

エ
ル
タ
ッ
ク
ス

LTAX

）か
ら
も
申
告
で
き
ま
す
。

申
１
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
資
産
税
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ
。

問
資
産
税
課（
☎
231−

１
９
１
８
）、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課　
▽
菊
川（
☎
287−

４
０
０
１
）　
▽
豊
田（
☎
766−

２
９
５
３
）

▽
豊
浦（
☎
772−

４
０
１
２
）　
▽
豊
北（
☎

782−

１
９
１
８
）

農
業
経
営
の
収
入
保
険
が

平
成
31
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
！

　
農
業
者
の
方
へ
農
林
水
産

省
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
新
し
く
導
入
さ
れ
る
収
入

保
険
で
は
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、

価
格
の
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
保
険
料
の
掛
金

は
、
補
償
金
額
の
１
㌫
程
度
で
農
家
ご

と
の
平
均
収
入
の
８
割
以
上
の
収
入
が

確
保
さ
れ
ま
す
。

対
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者　

※
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
な
い
農
業
者

で
も
、
毎
年
３
月
15
日
ま
で
に
、
最
寄

り
の
税
務
署
に「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

を
提
出
す
れ
ば
、
翌
々
年
か
ら
収
入
保

険
制
度
に
加
入
可
能
　
内
対
象
品
目
＝

農
産
物　
※
詳
し
く
は
、
山
口
県
農
業

共
済
組
合
西
部
総
合
支
所（
☎
772−

２
２

１
１
）へ

問
農
業
振
興
課（
☎
231−

１
２
２
６
）

「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」の

更
新
手
続
き
を

　
平
成
30
年
１
月
か
ら
、
本
人
以
外
の

第
三
者
や
代
理
人
に
戸
籍
謄
本
等
を
交

付
し
た
と
き
に
本
人
に
通
知
す
る「
登
録

型
本
人
通
知
制
度
」が
、
住
民
票
等
を
交

付
し
た
場
合
も
通
知
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国道435号
美祢豊田バイパス開通
　12月24日（日）午後４時に国道
435号美祢豊田バイパスが全線開
通します（今回開通区間＝豊田町大
字殿敷〜大字八道の2.8㌔㍍）。
※詳細は山口県下関土木建築事務
所工務第二課（☎223–7114）へ
問都市計画課（☎231–1932）

年末年始の
ごみの収集
　12月30日〜１月３日まで、ごみの収集をお休み
します。年始は１月４日（木）から通常収集となります。
　年末の最終収集日以降のごみは、年始の収集日ま
で出さないでください。※詳しくはごみ収集カレン
ダーで確認してください
●粗大ごみ等受付センター休業日
12月29日〜１月３日　※インターネットでの粗大
ごみ等の申し込みは休業日でも24時間受付中
●ごみ搬入受付休業日
12月30日〜１月３日
問クリーン推進課（☎251–1194）、各総合支所市民生
活課　 ▽菊川（☎287–4004）　 ▽豊田（☎766–2187）　

▽豊浦（☎772–4017）　 ▽豊北（☎782–1925）　 ▽奥
山工場（☎257–5311）　 ▽ 吉母管理場（☎286–2803）　

▽クリーンセンター響（☎776–0321）

至 長門

至 美祢

至 下関市街

至 豊北

道の駅「蛍街道西ノ市」

国道435号美祢豊田バイパス5.4km

開通区間 2.8km 既開通区間 2.6km

下関市
豊田総合支所

435

435

34

34

65

平成29年12月号 16

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

こ
ど
も

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ



市役所の 年 末 年 始 の 窓 口（休み）

　
平
成
26
年
中
に
登
録
を
さ
れ
た
方
は
、

平
成
29
年
12
月
末
が
期
間
満
了
と
な
り

ま
す
。
継
続
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
登

録
期
間
内
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
支
所
で
更
新

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
更
新
手
続
き
に
必
要
な
物
＝
登
録
申

請
書
、
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

旅
券
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）※

代
理
人
の
場
合
は
問
い
合
わ
せ
を

問
市
民
サ
ー
ビ
ス
課（
☎
231−

１
１
９
０
）

参
加
し
ま
せ
ん
か

女
性
の
た
め
の
就
職
説
明
会

日
12
月
６
日（
水
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分　

所
勝
山
公
民
館
　
内
女
性
採
用
に
積
極

的
な
企
業
が
参
加
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
カ
ラ
ー
診
断
セ
ミ
ナ
ー
同
時

開
催（
午
前
10
時
）※
無
料
託
児
コ
ー
ナ
ー

有
り（
要
事
前
申
し
込
み
）

問
産
業
立
地
・
就
業
支
援
課

�

（
☎
231−

１
３
１
０
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共

へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に

つ
い
て
も
調
べ
ま
す
。
各
種
手
続（
共
済

手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
支

部
か
本
部
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構 

林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部（
☎
03−

６
７
３
１−

２
８
８
７　
6 

03−

６
７
３
１−

２
８
９
０
）へ

問
農
林
整
備
課（
☎
231−

１
２
５
６
）

サ
ン
グ
リ
ー
ン
菊
川
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
明
治
維
新
150
年
記
念
宿
泊
プ
ラ
ン 「
船

翁
」＝
期
３
月
31
日（
土
）ま
で　

※
年

末
年
始
は
除
く
　
内
明
治
維
新
150
年
を

記
念
し
た
特
別
プ
ラ
ン
。
期
間
中
に
プ

ラ
ン
を
利
用
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
10
人
に
菊
川
素そ

う

麺め
ん

150
日
分
を
プ
レ
ゼ

ン
ト　
料
大
人
１
万
５
０
０
０
円
〜（
１

泊
２
食
）　
申
３
日
前
ま
で
に
電
話
か
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約

問
サ
ン
グ
リ
ー
ン
菊
川

�

（
☎
287−
１
７
６
０
）

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

を
活
用
し
た
森
林
整
備

対
森
林
所
有
者　

●
森
林
機
能
回
復
事
業（
間
伐
）

　
私
有
林
内
で
放
置
さ
れ
荒
廃
し
て
い

る
36
年
生
以
上
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
を
対
象
に
、
40
㌫
以
上
の
間
伐
を

行
い
ま
す
。
※
所
有
者
負
担
な
し　
※

事
業
実
施
に
伴
う
制
約
あ
り

●
繁
茂
竹
林
整
備
事
業（
伐
採
）

　
私
有
林
内
で
繁
茂
し
た
放
置
竹
林
の

伐
採
お
よ
び
再
生
竹
の
除
去
を
行
い
ま

す
。
※
所
有
者
負
担
な
し　
※
事
業
実

施
に
伴
う
制
約
あ
り

問
下
関
農
林
事
務
所（
☎
766−

１
１
８
２
）、

農
林
整
備
課（
☎
231−

１
２
５
６
）

アブニール 29日～１月３日
宇賀ふれあいセンター 29日～１月３日

園芸センター 29日～１月３日
小野ふれあいセンター 29日～１月３日

海響館 年末年始とも開館
旧下関英国領事館 28日～１月１日

勤労福祉会館 29日～１月５日
県立下関武道館 29日～１月３日

考古博物館 28日～１月４日
公民館（市内各公民館） 29日～１月３日
サテライトオフィス（全て） 29日～１月３日
下関アクティブセンター 29日～１月３日

下関駅・
新下関駅観光案内所 １月１日

下関観光情報センター 29日～１月３日

しものせき環境みらい館 29日～１月３日
下関フィッシングパーク 30日～１月２日

市民会館 29日～１月３日　
市民センター 29日～１月３日

市民ふれあい農園 29日～１月３日
市立東行記念館 28日～１月４日

市立美術館 28日～１月４日
市立歴史博物館 28日～１月４日

障害者スポーツセンター 28日～１月４日
身体障害者福祉センター 28日～１月４日

新下関市場 １月１日～４日
青年の家 29日～１月３日

創業支援カフェ KARASTA. 29日～１月３日
田中絹代ぶんか館　 28日～１月４日

長府庭園 28日～１月１日
長府毛利邸 28日～１月１日

つのしま自然館 28日～１月４日
角島灯台公園展望ギャラリー 年末年始とも開館
動物愛護管理センター 29日～１月３日
豊浦勤労青少年ホーム 29日～１月３日
豊浦ふれあいセンター 29日～１月３日
豊田生涯学習センター 29日～１月３日
豊田町道の駅「蛍街道西ノ市」 年末年始とも営業
豊田ホタルの里ミュージアム 28日～１月４日
豊田農村勤労福祉センター 28日～１月４日

ドリームシップ 29日～１月３日
乃木浜総合公園 28日～１月４日

火の山パークウェイ
年末年始とも営業。
１月１日（月）は
午前５時から営業

フォンテやまのた 29日～１月３日
ふくふくサポート

（しものせき市民活動センター） 29日～１月３日

ヘルシーランド下関 29日～１月３日
豊北生涯学習センター 29日～１月３日

満珠荘 年末年始とも営業

道の駅きくがわ
１月１日　※12月
31日は午後３時まで

（特産コーナーのみ）

道の駅
「北浦街道 豊北」

31日は午後３時ま
で、１月１日は午前
10時から営業。２
日からは平常営業

ユーパル下関 28日～１月４日
リフレッシュパーク豊浦 28日～１月４日

▼下関運動公園（市体育館、下関陸上競技場、
下関庭球場、市弓道場、市アーチェリー場、
市相撲場）、長府・彦島・垢田・吉見体育館、
オーヴィジョンスタジアム下関、オーヴィ
ジョンスタジアム下関第二球場、彦島・北
運動公園庭球場、市フットサル場、豊浦地
区（体育センター、夢が丘スポーツセンター、
夢ヶ丘公園野球場、夢ヶ丘公園テニスコー
ト）、菊川地区（体育館、武道館、運動公園、
プール）、豊田地区（武道館、テニスコート）、
豊北地区（体育センター、総合運動公園）
28日～１月４日まで休館・休場

菊川温泉プール
28日～１月17日
まで　※清掃、塗装、
温泉水入れ替え

試験検査課
依頼検査

（食品、井戸水、検便など）

受 け 付 け は12月
13日 ま で。 年 始
は１月９日から平
常通り月・火・水
曜日に受け付け。

病院
豊田中央病院 29日～１月３日

まで休診。※豊田
中央病院は、急患の
場合には受診可

殿居診療所
角島診療所

上下水道局
水道料金などの収納業務は本局窓口のみ
30日（土）の午後５時まで

　市役所（本庁、各総合支所、各支所）
は12月29日～１月３日まで閉庁します。
※市役所の公務納めは12月28日（木）、
公務始めは１月４日（木）です。
　年末年始の窓口と各施設の状況は、
次の通りです（五十音順）。

対…対象　日…日時　期…期間　所…場所　内…内容　師…講師　定…定員
料…参加費など　持…持参する物　申…申込方法　共…共通事項　問…問合先マークの見方平成29年12月号17
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